
◎矢祭子ども司書講座 開講式

〈５月１５日（土）〉

19名が参加して、第２期矢祭子ども司書講座が

スタートです。

「矢祭読書のまちづくり」応援団長の柳田邦男さ

んより応援のメッセージをいただき、期待に胸を

膨らませる受講生。

◎日本十進分類法（NDC)による図書の分類と配

架について

〈６月１３日（日）〉

図書館の本はどんなルールで整理されている

のかを学びました。

◎ジュニア俳句スクールin矢祭

〈６月２７日（日）〉

山崎祐子さんを講師に、俳句作りに挑戦です。

雨上がりの舘山ランドを歩き、たくさんの季語を

見つけました。

矢祭もったいない図書館司書 下重 淳子

今年度は「楽しく学ぶ」ことを目標に、12回の講座と6回の補習講座を開催しま

した。

図書の分類からカウンターでの貸出し、おはなし会の開催など、司書の仕事の

あれこれを広く学んだ受講生は、図書館についての理解を深めてくれました。ま

た「研修旅行」や「俳句スクール」「手づくり絵本教室」「パソコン教室」などの講座

を通して、様々なことに興味や関心を持ち、豊かな心をはぐくむことができたので

はないかと感じています。

19名の受講生が、この講座で学んだことを活かして、本と人との出会いを助け

るために活躍してくれることを期待しています。
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◎視察研修旅行【福島県立図書館・福島県立美術館・こむこむ】 〈7月31日（土）〉

福島県立図書館と美術館が協力して行う「アートなおはなし会」に参加しました。図書館ではアート

な絵本の魅力に触れ、美術館ではアート・キューブを活用して、美術作品を楽しく鑑賞するコツが

わかりました。美術館入口の「ジャイアント・トラやん」を、大きく撮影する方法に挑戦する講座では、

◎図書の検索、受付・登録・貸出と返却につい

て 〈７月１１日（日）〉

矢祭もったいない図書館のこと、どれだけ知っ

ていますか？ 図書館○×クイズで、図書館に

ついて学びました。

◎手づくり絵本教室

〈８月８日（日）〉

『シチューをもらったかえりみち』

のかとーゆーこさんを講師に迎

えて、オリジナルの絵本作りを

体験しました。

絵本のタネはいつもの生活の中

にたくさんあるんだね。さあおも

しろいこと、ワクワクすることをみ

つけてみよう！

◎パソコン講座
〈８月２０日（金）〉

佐藤裕さんを講師に迎えて、東舘小学校のパ
ソコン教室で行いました。本についているバー
コードのひみつを知りました。タッチタイピング
はむずかしいけれど、背筋を伸ばすとかっこい
いね。
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◎おはなし会への参加

〈９月４日（土）〉

毎月図書館で開催しているおはなし会に参加しま

した。先輩の子ども司書の読み聞かせを聞いて、

「私たちも早く読み聞かせをしてみたい」とあこが

れに胸ふくらませる受講生。

◎ジュニア俳句スクール

〈１０月２４日（日）〉

秋の矢祭山公園を散策して、俳句を作りました。

篆刻づくりにも挑戦し、完成した色紙を発表する

受講生。

◎補習講座
貸出と返却について〈１１月２８日（日）〉

エプロンをつけて、カウンターで本の貸出と返却
作業を体験しました。利用者の方の笑顔がうれし
い一日でした。

◎読み聞かせの技能について・実技
〈１１月２８日（日）〉

読み聞かせのポイントは、その絵本の魅力を
存分に伝えること。「この方言はどう発音する
のかな？」と苦労する受講生。

◎読み聞かせのための選書について

〈９月４日（土）〉

読み聞かせにはどんな本を選んだらいいの？

実際に絵本を開きながら、絵本選びのコツを学

びました。
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◎補習講座

読み聞かせの技能について・実技

〈１２月１２日（日）〉

受講生同士で読み聞かせの練習。お友だちの読

み聞かせを聞く顔は真剣です。

◎補習講座 絵本コンクール授賞式 〈１２月１９日（土）〉

受講生の晴れ舞台！ 手づくり絵本コンクールの最優秀作品『チクチクおばあちゃん』と

『あめっていいね』を読み聞かせで紹介しました。絵本の世界を伝えることの楽しさを実

感しました。

◎読み聞かせの技能について・発表 〈２月１２日（土）〉

受講生全員が協力して「子ども司書おはなし会」を開催して、これまで学んできた成果を

披露することができました。

初めは緊張したけれど、おはなし会に参加した子どもたちの笑顔を見ると、読む声も自
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◎第二期「矢祭子ども司書」講座修了式

〈２月２０日（日）〉

矢祭町長からひとりひとりに認定証が授与

され、受講生全員が「矢祭子ども司書」の認

定を受けました。

◎図書館子どもサポーター

矢祭もったいない図書館長より委嘱状を受

けて、１９名の「図書館子どもサポーター」が

誕生しました。これからの活躍が楽しみです。
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